
 

１ 令和元年度の現状（会員の状況、収支報告、医療関連サービス等）及び活動状況等（新規会員の入会

促進活動、既存会員の退会防止活動、広報活動、会員サービスの充実等）について事務局から説明を行

った後、次の事項について、質疑応答があった。 

◆ ＤＡＮ主催のセミナーの内容に関し、安全対策だけでなく法的な責任問題に関する事項について 

   も盛込むべきである。 

   【事務局】今後、検討していきます。 

 ◆ ＤＡＮ保険について、更に充実した内容について検討願いたい。 

   【事務局】保険会社と相談します。 

 ◆ ＤＤＮＥＴメーリングリストについて、更なる周知及び有効活用を図る必要がある。 

   【事務局】再度周知を図るとともに、関係者と調整し、より良いものにしたい。 

 

２ 令和元年９月５日及び６日、横浜において開催した IDAN 会議について、事務局等から説明を行った

後、次の事項について意見があった。 

 ◆ 潜水事故に係る情報の開示については、個人情報との兼ね合いで大きな壁があるが、この情報につ

いては、事故防止等を図るため有益なものであることから、本情報の開示について、関係者と議論

する場を設ける必要がある。 

 

３ その他 

  来年度委員会を令和２年１０月９日（金）に開催する。 

 

                                            以上 

文書名 令和元年度 DAN 運営委員会 議事録 

開催日 令和元年１０月１１日（金） 開催場所 東京オフィス L2会議室 

時間 １５：００～１７：００ 議事録作成完了日 令和２年 １月 ６日 

出席者 【委員】鈴木委員長、柳下委員、小島委員、河合委員、麻生委員、上野委員、𠮷𠮷田委員、 

芝山委員、中野委員、宮下委員、（一本木委員代理）井上様     （順不同） 

【海上保安庁】警備救難部救難課 海浜事故対策官 遠田様 

【オブザーバー】岩本様、栗山様、鷹野様 

【協会関係者】佐久間理事長、加藤審議役、高柳審議役 

安全事業部／宮里部長、小島課長代理、白石 


